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はじめに

2

皆さまには当社の事業運営にご理解とご協力を賜り，誠にありがとうございます。
電力システム改革の進展により，電力の小売全面自由化が始まり3年目を迎え，また
平成32年に送配電事業の法的分離を控えるなど，当社グループはまさに変革期を迎えてお
ります。
電力の小売全面自由化への対応につきましては，多様なニーズに対し，付加価値の高い
サービスを提供していくことなどにより，事業基盤である中国地域のお客さまに引き続き選択
していただくとともに，新たな収益基盤の確立に向け，中国地域外における電気事業や
海外における発電事業などに取り組んでまいります。
こうした競争環境の激化や法的分離に適切に対応していくため，昨年10月に組織整備を
実施いたしました。新しい体制のもと，徹底的な生産性・効率性の向上に不断に取り組み，
一層の経営基盤の強化を目指してまいります。
こうした認識のもと，当社グループは，将来にわたってお客さまや株主・投資家をはじめと
する皆さまに信頼され選択いただけるよう，コンプライアンス最優先の業務運営のもと，
『中国電力グループ経営ビジョン』の実現に向けた取り組みを着実に進め，「地域で選ばれ，
地域をこえて成長する企業グループ」を目指してまいります。
今後とも当社事業へのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成30年4月
中国電力株式会社
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コンプライアンス推進の取り組み
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 当社を取り巻く経営環境が大きく変化をしていく中，当社が「地域で選ばれ，地域をこえて
成長する企業グループ」となっていくために，社員の一人ひとりが地域の皆さまから信頼いただけ
るよう，役員の率先垂範のもと，全社を挙げて，コンプライアンス最優先の業務運営に取り
組んでいます。

 11月をコンプライアンス強調月間とし，過去の不適切事案を教訓にするとともに，コンプライア
ンス意識の浸透や業務管理の徹底に向けた施策を全社で実施しています。

 委員に社外有識者3名を含む企業倫理委員会を原則年4回開催し，コンプライアンスに関
する事項を議論しています。

 過去に発生した不適切事案に対しては，原因分析のうえ再発防止対策を講じています。
このうち，島根原子力発電所において発生した不適切事案については，社外有識者7名を
主体とした原子力安全文化有識者会議へ再発防止に向けた取り組みを定期的に報告して
おり，第三者の視点からの意見・ 提言をいただいています。

※ 当社におけるコンプライアンスとは，単に「法律や社内ルール・マニュアル等を守ること」だけではなく，
「倫理・道徳を含めた社会的な規範を大切にし，守ること」をいう。
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地域で選ばれ，地域をこえて成長する企業グループ

 お客さま満足度ナンバーワンのサービスをご提供します。
 国内トップレベルの電源競争力を実現します。
 低廉で高品質な送配電ネットワークサービスをお届けします。
 国内の他地域や海外における収益基盤を確立します。
 事業活動を通じて地域の課題解決と発展に貢献します。

【利益・財務の目標】
 震災前を上回る利益水準（連結経常利益600億円以上/年）
を安定的に確保します。

 健全な事業運営に必要な財務基盤として，まずは震災前の
水準（連結自己資本比率25％程度）を確保します。

※ 2020年代のできるだけ早い時期の実現を目指します。

中国電力グループ経営ビジョン
【2020年代を展望した目指す企業グループ像】

4
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電力システム改革の流れ
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 日本では「電力の安定供給確保」「電気料金の最大限の抑制」「電気利用の選択肢や企業
の事業機会の拡大」を目的に，電力システム改革が進められています。

 改革は3段階で進められており，平成32年4月には，最終段階である「送配電事業の
法的分離」が実施される予定です。

第1段階
広域的運営推進機関

業務開始
（広域系統運用の拡大）

第2段階
小売参入の
全面自由化

平成27年4月 平成28年4月

・地域を越え，より効率的
に電気をやりとりできる
仕組みを整備。
・これにより，緊急時の
需給調整機能を強化。

・ご家庭などへの電気の
販売を自由化。
・ご家庭や企業は自由に
電力会社や料金メニュー
の選択が可能に。

・電力市場の共通インフラ
を担う送配電事業の
中立性を一層確保する
ため，送配電事業を
分社化。

第3段階
送配電事業の
法的分離

平成32年4月
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経営環境変化を踏まえた組織整備の実施

6

 当社を取り巻く環境は，電力の小売全面自由化を受けて事業者間の競争が激化するととも
に，平成32年4月までに送配電事業の法的分離が求められるなど，これまでになく大きく
変化しています。

 こうした環境変化に対応するとともに，「中国電力グループ経営ビジョン」の実現に向けて，
平成29年10月に組織整備を実施しました。

１．送配電事業の法的分離に向けた対応（送配電カンパニー）
法的分離を円滑に進めていくため，送電・変電・配電・通信等の送配電ネットワークに関する業務を集約した「送配電カンパ
ニー」を新設し，独立した会社となることを見据えた業務運営の試行を行っています。また，中立性や公平性の確保にも一層
取り組みます。

２．営業体制の強化（販売事業本部）
激化する競争を勝ち抜いていくため，「販売推進部門」を「販売事業本部」に改編するとともに，新たな地域別の拠点として
「セールスセンター」を設置しました。また，業務効率化の観点から，「島根料金センター」を新設し，電気料金のお支払いに
関する電話応対を集中的に行っています。

３．電源の競争力強化（電源事業本部）
電源全体での競争力強化のため，原子力発電，火力発電に加えて，水力発電，太陽光発電に関する業務を電源事業
本部へ集約することで発電事業を一元化しました。これに伴い，水力発電所および太陽光発電所の工事・維持・運用を行う
新たな拠点として「水力センター」を設置しました。

４．地域対応機能の強化（地域共創本部）
広報・環境・防災等の業務を集約し，当社グループにおける地域対応を推進・総括する「地域共創本部」を新設しました。

５．資金・資機材調達機能の強化（調達本部）
経理業務や資機材調達業務を担う「調達本部」を新設し，資金調達や資機材調達コストの一層の低減に取り組んでいます。

組織整備の概要
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〔平成29年10月1日時点の組織図〕

経営環境変化を踏まえた組織整備の実施
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Ⅰ．中国地域におけるエネルギーサービスの展開

家庭から事業用までエネルギーに関する多様なニーズに対し，
付加価値の高いサービスを提供していくことで，お客さまに
選択していただくことを目指します。

8
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家庭分野のお客さまへの取り組み
 平成28年4月からの電力の小売全面自由化を受け，中国地域にも多くの新電力が参入
するなど，競争は激しくなっていますが，当社としては，新たな付加価値サービスの展開や
省エネ・省コストニーズにお応えする電化推進活動に取り組んでいくことで，お客さまのご期待
に応えられるよう努めていきます。

新たな付加価値サービスの展開

 家庭用の電気給湯機の契約口数は，平成30年3月末で100.6万口となり，おかげさまで，100万口
を突破しました。

 当社は，住宅電化を担うグループ企業の（株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス（ESS）と
連携し，省エネ性・省コスト性に優れた，高効率ヒートポンプ式電気給湯機「エコキュート」などの推奨を
強化していきます。

省エネ・省コストニーズにお応えする電化推進活動の拡大・強化

 WEB上で，電気料金・使用量の照会，料金メニューの試算，各種契約手続きなどを行うことができる，
ご家庭などのお客さまを対象とした会員制WEBサービス「ぐっとずっと。クラブ」は，おかげさまで，会員数が
78.5万口※となりました。

 また，ライフスタイルに合わせて選べる4つの新たな料金メニュー
「ぐっとずっと。プラン」の加入数は，88.7万口※となりました。

 さらに，平成30年4月から1年間，「ぐっとずっと。クラブ」会員の皆さまに
楽しんでいただける，中国地域の魅力満載の特典をご用意した
「ぐっとずっと。地域応援プロジェクト」を実施します。

 これからも，お客さまの期待にお応えし，さらなるサービスの開発・向上に取り組んでいきます。
※平成30年4月2日時点

9
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地域密着型付加価値サービスの提供
 中国地域で事業を展開する企業等との提携により，「エネルギアポイントサービス」を提供して
います。

コラボレーションメニュー（10社) ポイント提携等（15社）

(株)イズミ 地元スーパーマーケット（6社）

(株)エディオン (株)アルテミスビュースカイ

(株)広島東洋カープ KDDI(株)

(株)山陰合同銀行 イオンリテール(株)

(株)NTTドコモ 両備ホールディングス(株)

(株)エネルギア・コミュニケーションズ 島根県農業協同組合

(株)天満屋 (株)中国新聞社

(株)フタバ図書 広島ガス(株)

(株)サンフレッチェ広島 岩谷産業(株)

(株)広島銀行 日本航空(株)（首都圏限定）

地域の特産品（一例）
鳥取和牛肩ロース焼肉（鳥取）

のどぐろ一夜干（島根）

フルーツアイスセット（岡山）

神石牛ロールステーキ（広島）

ふぐざんまい（山口）

提携先企業 その他ポイント交換商品

10
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法人分野のお客さまへの取り組み
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 平成12年から段階的に自由化されてきており，既に新電力等との激しい競争状態にあります
が，引き続き当社を選択いただけるよう料金メニュー提案を強化していくとともに，省エネ・
省コスト等に資するより付加価値の高いエネルギーサービスの提供に取り組んでいきます。

付加価値の高いエネルギーサービスの提供
 エネルギー診断サービスによる計測データを活用した各設備の運用改善やお客さま設備・エネルギー
使用実態等を踏まえた，空調・産業用プロセス等への高効率ヒートポンプ機器の提案など，省エネ・
省コスト等のお客さまニーズに沿った高効率システムを推奨していきます。

 総合エネルギー供給事業の営業活動を強化し，電化・LNG転換の両面から最適システムを提案する
など，エネルギーサービスの拡大に取り組んでいきます。

 エネルギーサービスの提供にあたっては，グループ企業の（株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス
（ESS）と連携し，一体的に取り組んでいきます。

料金メニュー提案の強化
 当社は，コスト低減に全社を挙げて取り組むことで，競争力のある料金水準を目指していくとともに，
お客さまの電力の使用実態に応じた料金メニュー提案を強化するなど，引き続き当社を選択いただける
よう努めていきます。
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ガス販売事業の取り組み
 柳井・水島のLNG基地を有効活用し，グループ企業の（株）エネルギア・ソリューション・
アンド・サービス（ESS）が，中国地域の都市ガス会社や産業用のお客さまへ天然ガス
（LNG）をお届けしています。

 今後も両拠点を基軸に，お客さまのさらなる天然ガス利用ニーズにお応えしながら，販売
拡大に取り組んでいきます。

関係グループ企業 （株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス（ESS）
水島エルエヌジー（株）

柳井発電所
水島LNG基地

設備
LNGタンク 8万kl×6基

年間取扱数量 150万t程度

〔柳井発電所概要〕

設備
LNGタンク 16万kl×2基
パイプライン（水島基地～岡山市内，
直線距離約30km）

年間取扱数量 100万t程度

〔水島LNG基地概要〕

12
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 （株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス（ESS）は，家庭用から事業用まで，
エネルギーに関する多様なニーズに対して，より高い付加価値サービスをお届けしていくことで，
総合エネルギー供給事業者として，お客さまや地域にとってなくてはならない企業へ成長すること
を目指しています。

13

（株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス（ESS）について

事 業 内 容 サービス提供実績等
（平成29年度末時点）

燃料販売 LNG販売，石炭販売
LNG 29万t
石炭 26万t
（平成29年度実績）

電気・熱
エネルギー供給

熱源受託サービス，ESCOサービス，
受変電設備・ボイラ設備等のリース，空調・給湯サービス，
地域熱供給事業

熱源受託 28件
ESCOサービス 4件 等

再生可能
エネルギー発電 太陽光発電，風力発電，小水力発電

太陽光発電 10件・18千kW
風力発電 1件・ 2千kW
小水力発電 1件※・2千kW

電力販売 法人向け電力供給サービス
〔平成28年4月サービス開始〕

小売電力量 47百万kWh 等
（平成29年度実績）

住宅電化 電化機器販売・リース，太陽光発電システム
電気給湯機 11千台 等
（平成29年度実績）

※ 平成30年4月1日に合併した福山電気（株）の平成29年度実績
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Ⅱ．原子力発電に関する取り組み

14

将来にわたり電力を安定的かつ低廉にお届けしていくために，
安全の確保を大前提に島根原子力発電所の稼働，
上関原子力発電所の開発に取り組んでいきます。
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原子力発電に対する当社の考え方

15

 資源の乏しい我が国において，将来にわたり電力を安定的かつ低廉にお届けしていくためには，
原子力・石炭・LNG・再生可能エネルギー等，さまざまなエネルギーをそれぞれの特長を活かし
ながらバランスよく活用することが必要です。

 原子力は安全の確保を大前提に，供給安定性，経済性，環境保全の観点から重要な
役割を担うベースロード電源と考えており，当社としては，島根・上関の両地点において，
新たな知見にも適切に対応しながら安全確保に万全を期し，皆さまに安心していただける
発電所となるよう引き続き取り組んでいきます。

エネルギー源
（電源） 長 所 短 所

火力 ・安定的に大量の発電が可能 ・国際的な資源獲得競争の激化に伴う将来的な調達
リスクの懸念

原子力
・安定的に大量の発電が可能
・燃料を安定的に調達できる
・少ない燃料で大量のエネルギーを取り出せる
・発電時にCO2を出さない

・万一事故が起こった際のリスクが甚大なため，安全
対策の徹底が必要
・高レベル放射性廃棄物の最終処分地の選定が必要

再生可能
エネルギー

・純国産資源として永続的に利用可能
・発電時にCO2を出さない

・風力・太陽光などは天候など自然条件に左右され，
出力が不安定
・他の発電方式に比べて発電コストが高い

〔エネルギー源の特徴〕
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島根原子力発電所の稼働に向けた取り組み
新規制基準適合性審査の状況 ※ 最新の審査状況等については，当社ホームページをご覧ください。

http://www.energia.co.jp/judging/index.html

主要な審査項目 審査状況

地震

敷地及び敷地周辺の地下構造，震源を特定して策定する地震動，
震源を特定せず策定する地震動，敷地の地質・地質構造 実施済

耐震設計方針，基準地震動 実施中
地盤・斜面の安定性 未実施

津波 基準津波 実施中
耐津波設計方針 未実施

重大事故
対策

確率論的リスク評価（PRA），事故シーケンスの選定，有効性評価，解析コード，
原子炉制御室，緊急時対策所，フィルタ付ベント設備，水素爆発防止対策 実施中

設計基準
事故対策

内部溢水，火災，竜巻（影響評価・対策），火山（影響評価・対策），外部事象，
静的機器単一故障，誤操作防止，安全避難通路，安全保護設備，
原子炉冷却材圧力バウンダリ，通信連絡設備，監視測定設備，共用設備

実施中

保安電源設備 未実施
その他 特定重大事故等対処施設，所内常設直流電源設備（3系統目） 実施中

（平成30年3月末時点の状況）

16

島根2号機については，平成25年12月25日に原子力規制委員会へ新規制基準への適合性
について申請し，本年2月には発電所における耐震設計の基準となる基準地震動について概ね
妥当と評価されました。当社としては，新規制基準をクリアすることにとどまらず，さらなる安全性
向上に向けた取り組みを行ってまいります。

島根3号機については，2号機や先行他社の審査状況を踏まえて申請に向けた準備を進めてい
るところです。
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島根原子力発電所1号機の廃止措置

17

 平成28年7月4日に廃止措置計画認可申請を原子力規制委員会に申請し，平成29年
4月19日に認可を受けました。

 安全の確保を最優先に地域の皆さまのご理解をいただきながら，着実に廃止措置を進めて
いきます。

 現在は，廃止措置の第1段階である解体工事の準備に係る作業に取り組んでいます。
〔廃止措置の主な手順〕

廃
止
措
置
計
画
認
可

廃
止
措
置
終
了
確
認

現段階
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島根原子力発電所1号機廃止措置の状況

18

 平成29年7月28日，島根原子力発電所1号機の廃止措置に着手しました。
 放射線管理区域内の建物や機器の汚染状況の調査を実施中です。燃料搬出に向けた
燃料プール内（水中）に貯蔵している新燃料の除染作業が完了しました。

 平成30年度においても引き続き汚染状況の調査等を実施するほか，放射線管理区域に
設置されている役目を終えた設備の解体撤去作業に着手，新燃料92体の譲り渡しを行う
予定です。

〔汚染状況の調査〕 〔新燃料の除染〕
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上関原子力発電所の開発に対する考え方

19

 平成27年7月，国において2030年時点の電源構成に占める原子力発電の比率を22～
20％とするエネルギーミックスが決定され，これと整合する日本全体の温室効果ガス排出量
削減目標（2030年度に2013年度比26.0％減）が策定されました。

 温室効果ガスの削減を継続的に進めていくためには再生可能エネルギーの拡大とともに，
原子力発電の比率を維持していく必要があります。それには，経年化した原子力発電所に
代わる安全性に一層優れた新規原子力発電所開発を計画的に進めていくことが必要です。

 島根1号機の廃止を考慮すると，島根3号機の早期運転開始はもとより，新規原子力で
ある上関原子力発電所の開発はこれまで以上に重要な経営課題であり，早期に着手できる
よう，引き続き取り組んでいきます。
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Ⅲ．発電事業の競争力強化等に向けた取り組み

広域運用下での競争力確保とCO2排出原単位低減の
両立に向けた電源の競争力強化を進めます。

火力設備の信頼性の維持・向上に取り組み，これからも
安定的に電気をお届けしていきます。

20
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 安全確保を前提に，長期的なエネルギーセキュリティ，地球温暖化問題への対応，
経済性等を勘案し，バランスのとれた電源構成の実現を目指すことが必要と考えています。

〔自社開発電源一覧〕（平成30年度供給計画届出書）

設備 区分 発電所名 出力
（万kW） 着工年月 営業運転開始年月

火力 着工準備中 三隅発電所
2号機〔石炭〕 100.0 平成30年11月 平成34年11月

原子力

工事中 島根原子力発電所
3号機 137.3 平成17年12月 未定

着工準備中 上関原子力発電所
1号機 137.3 未定 未定

着工準備中 上関原子力発電所
2号機 137.3 未定 未定

21

電源開発計画
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 利用可能な最良の技術に相当する最新鋭の発電方式である超々臨界圧（USC※）の
採用および三隅1号機の運転実績より得られた知見を適用することで，環境性，運転信頼
性，経済性に優れた発電設備を計画しています。

 平成28年3月から開始した環境影響評価に係る手続きを着実に進めており，平成30年11
月の建設工事開始，平成34年11月の営業運転開始を目指します。

発電所名 三隅発電所2号機

所在地 島根県浜田市三隅町岡見1810

出力 100万kW

発電方式 超々臨界圧（USC※）

使用燃料 石炭

建設時期 着 工：平成30年11月
運転開始：平成34年11月

〔設備概要〕〔三隅発電所完成予想図〕

新規電源の開発 ～ 三隅発電所2号機（石炭）

※ USC：Ultra Super Critical

2号機ボイラ・タービン・環境対策設備 等

2号機用燃料貯蔵設備
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燃料調達のさらなる経済性・柔軟性の確保に向けた取り組み

〔主な取り組み〕 〔化石燃料の全日本通関CIF価格推移〕

石油1ﾊﾞｰﾚﾙあたりの熱量等価換算値
＜1ﾊﾞｰﾚﾙ=159L  1,454Mcal＞

 当社は，低廉かつ柔軟な燃料調達を目指し，「品質」，「調達先」，「調達時期」，
「契約形態」等の多様化に継続して取り組んできました。

 今後も，このような取り組みを一層推進し，燃料所要量の変動に機動的に対応すると
ともに，各燃料の需給・価格動向を踏まえた柔軟な調達を行うことにより，燃料調達の
さらなる経済性・柔軟性の確保に取り組みます。

石炭

・調達時期（値決め時期）の分散化
・外航運賃の割安な近距離産地（インドネシア等）
の石炭および割安な低品位石炭の利用
・権益を一部取得した豪州ボガブライ炭鉱の高品位
石炭の長期確保（低品位炭とのブレンド拡大）

LNG ・需要動向に応じた追加調達の実施
・新規調達先拡大への対応

石油
・油価変動等の環境変化に応じた機動的な調達の
実施
・割安な低品位油の利用

注）他社とのアライアンスによる共同輸送（石炭）も実施

0
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23



Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved.

 当社は，供給安定性，経済性に優れた石炭火力を将来にわたって活用するため，「高効率
化」と「クリーン化」に資する技術開発を推進しています。

 電源開発(株)と共同で設立した大崎クールジェン(株)において，究極の高効率発電技術で
ある石炭ガス化燃料電池複合発電技術※1の確立を目指し，平成29年3月から酸素吹石炭
ガス化複合発電※2の実証試験を実施しています。また，平成30年4月にはCO2排出の大幅
な削減に向けてCO2分離・回収実証の設備の建設工事を着工しました。

環境負荷低減に向けた取り組み

CO2分離・回収型IGFC

酸素

ガス化炉
石炭

酸素製造装置

CO2一酸化炭素，水素

蒸気

酸素吹石炭ガス化複合発電（酸素吹IGCC）

水素

空気
圧縮機

ガス
タービン

蒸気
タービン 発電機 燃料電池

CO2分離・回収型IGCC

〔実証試験設備の様子〕〔酸素吹IGCC実証試験の概要〕
実証試験場所 大崎発電所構内

出力 16.6万kW
実証試験開始 平成29年3月

※1 IGFC：IGCCに燃料電池を組み合わせて発電効率をさらに向上させる技術。
※2 酸素吹IGCC：酸素を用いて石炭をガス化し，水素と一酸化炭素を主成分

とする生成ガスを製造し，ガスタービンと蒸気タービンにより複合発電する技術。
24
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火力設備の点検・補修による信頼性の維持・向上

〔予防保全：ボイラ用配管点検〕 〔経年劣化対策：高中圧タービン車室取替〕

 火力発電所では安定的に電気をお届けするために，計画的かつ確実な点検・補修を実施し，
信頼性の維持・向上に努めています。

 点検・補修の実施にあたっては，点検工程短縮の工夫等により供給力確保とコスト低減に
努めるとともに，設備を運転・維持する人材の技術・技能レベル向上にも取り組んでいます。

 法令に基づき数年毎に実施する火力発電所の定期点検では，比較的長期に発電を停止したうえで
設備の点検・修理・取替等を行い，加えて，毎年の電力需要が高まる前には，短い停止期間での
点検も行い，安定運転に努めています。

25
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Ⅳ．再生可能エネルギーの導入拡大に向けた取り組み

26

水力や太陽光，風力等の再生可能エネルギーは，CO2
排出抑制の観点から貴重なエネルギーと認識しています。

再生可能エネルギーがもつ特有の技術的課題の解決を図り
ながら，グループ一体となって導入拡大に取り組んでいます。
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メガソーラー発電開発の取り組み

〔発電所の概要〕
発電所名 福山太陽光発電所 宇部太陽光発電所
所在地 広島県福山市箕沖町（当社所有地） 山口県宇部市西沖の山（当社所有地）
出力規模 3,000kW 3,000kW

年間発電電力量 約368万kWh
（一般家庭約1,000世帯の年間使用量に相当）

約352万kWh
（一般家庭約900世帯の年間使用量に相当）

CO2削減量 約2,100t－CO2/年 約2,000t－CO2/年
営業運転開始年月 平成23年12月 平成26年12月

〔宇部太陽光発電所〕〔福山太陽光発電所〕

当社は，広島県福山市および山口県宇部市において，メガソーラー発電所の営業運転を
行っています。

また，グループ企業の（株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス（ESS）においても，
太陽光発電所（10件，約18,000kW，平成30年3月末時点）を営業運転しています。

27
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中国電力

中国電力（0.8％）
○広報・啓発の支援

ESS（33.1％）
○設置工事 ○維持管理

売電収入売電

広島県（66.1％）
○事業企画・事業運営
○広報・啓発 ○用地提供

ひろしま再生可能エネルギー
推進有限責任事業組合

（ ）内は，出資比率

地域還元事業（広島県）
20年間で約13億円

3割寄付

全額寄付

〔事業スキーム〕

区分 発電所名 パネル容量
（kW）

第1期
（県有地）

庄原太陽光 2,500
竹原太陽光 800
福富第1太陽光 1,000
福富第2太陽光 2,300

小計 6,600

第2期
（市町所有地）

大野太陽光 2,200
大朝太陽光 1,000
仁賀太陽光 600

小計 3,800
合計 10,400

〔発電所の概要〕

28

地域還元型メガソーラー事業の取り組み

当社は，広島県およびグループ企業の（株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス
（ESS）と共同で，平成25年以降，地域還元型メガソーラー事業に取り組んできました。

自治体と電力会社が共同で行うメガソーラー事業としては全国初であり，発電事業で得られ
る利益を地域還元事業に活用することで，地域貢献と再生可能エネルギー導入促進を
同時達成できる取り組みです。
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 当社の強みである火力発電に関するノウハウ等を活かし，バイオマス発電事業に取り組むこと
で，再生可能エネルギーの普及拡大に貢献します。

バイオマス発電事業の取り組み

 当社は，エア・ウォーター(株)と２地点，広島ガス(株)と１地点で事業会社を設立し，バイオマス
発電所の建設を進めています。

 他事業者とアライアンスを組んで発電事業に取り組むことで，電力の小売全面自由化や電力システム
改革後の事業環境における収益拡大を図るとともに，バイオマス発電により再生可能エネルギーの
普及拡大に寄与できると考えています。

 これらの事業では，地点の状況に応じて，可能な限り地域の森林資源を有効活用することとしており，
地域振興にも貢献できる取り組みです。

会社名 エア・ウォーター＆
エネルギア・パワー山口(株)

エア・ウォーター＆
エネルギア・パワー小名浜(株) 海田バイオマスパワー(株)

所在地 山口県防府市鐘紡町3番1号
エア・ウォーター(株)防府工場内

福島県いわき市小名浜字渚2番地
4 (株)日本海水小名浜工場内

広島県安芸郡海田町明神町2番
118号 広島ガス(株)海田基地内

出資比率 エア・ウォーター（51％）
中国電力（49％）

エア・ウォーター（51％）
中国電力（49％）

広島ガス（50％）
中国電力（50％）

発電出力
(発電端) 11.2万kW 7.5万kW 11.2万kW

発電方式 循環流動層ボイラ（CFB※） 循環流動層ボイラ（CFB※） 循環流動層ボイラ（CFB※）

使用燃料 木質系バイオマス(うち国内材は
山口県内から調達)，石炭 木質系バイオマス

木質系バイオマス(うち国内材は
広島県内から調達)，石炭，
天然ガス(助燃･バックアップ用) 

運転開始時期 平成31年度 平成32年度 平成32年度
29

※ CFB：Circulating Fluidized Bed
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送電線が本土と連系していない
離島では，電気の使用規模が
小さく，再生可能エネルギー
発電量の変動による影響が大き
いことから，再生可能エネルギー
の導入拡大に向け，2種類の
蓄電池を設置し，実証事業中。

再生可能エネルギー導入拡大に向けた技術的課題への対応

〔事業の概要〕

 当社は，島根県隠岐諸島において，再生可能エネルギーのさらなる導入拡大を図るため，
国内初の取り組みとして，特性の異なる2種類の蓄電池を組み合わせた「ハイブリッド蓄電池
システム※1」を構築し，実証事業を開始しました。

 平成27年9月から平成31年3月まで，蓄電池の効率的な充電・放電を管理・制御する
技術の実証を行います。

30

ハイブリッド蓄電池
システム※1
【6,200ｋＷ】

西ノ島
変電所

住宅用太陽光
増加分
【500kW】

※1 ハイブリッド蓄電池システム
NAS（ナトリウム・硫黄）電池：4,200kW
+

リチウムイオン電池：2,000kW

県営隠岐大峯山
発電所（風力）
【1,200kW】

油井発電所
（水力）
【200kW】

南谷発電所
（水力）
【100kW】

西郷発電所
（ディーゼル）

黒木発電所
（ディーゼル）

海士風力
発電※2

【2,000kW】

旧隠岐空港
メガソーラー
【3,000kW】

既連系申込分
メガソーラー
【2,000kW】

※2 当社グループ企業の(株)エネルギア・ソリューション・アンド・サービス
（ESS）により営業運転しています。
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Ⅴ．送配電事業の取り組み

中立・公平で透明性の高い業務運営の下で，「良質な
電力の安定供給」と「低廉な託送料金」の両立を実現します。

31
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〔東山口変電所 新山口幹線 遮断器〕

50万V遮断器

高経年設備工事の計画的かつ着実な実施
 高度経済成長期に建設された大量のネットワーク設備が，更新時期を迎えています。
 増加していく設備更新に対し，安定した資機材等調達および施工力確保を図りながら，
計画的に更新工事を実施して，供給信頼度を確保しています。

 更新にあたっては，発注方式の見直し等によるコスト低減を図っています。

送変電設備

【変電機器の更新】
 50万V遮断器は，設置後35～50年
程度で順次更新する計画としています。

 また，22万V以下の遮断器，変圧器
およびスイッチギヤ(遮断器や配電盤
などを収納した鋼板製の箱)などについ
ても，計画的に更新を進めています。

【送電鉄塔・送電線の更新】
 約2万基ある送電鉄塔のうち，昭和40年以前に建設された鉄塔を
平成20年度から30年間で建替える計画としています。

 また，総延長約8千kmの送電線も，劣化状況を勘案のうえ順次更新して
いきます。

〔広島東幹線 鉄塔〕

22万V鉄塔

32
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高経年設備工事の計画的かつ着実な実施

33

配電設備

【電柱等の更新】
 電柱は，劣化状況等を勘案のうえ，平成25年度から計画的に更新を
進めています。

 また，電線や開閉器などについても，電柱の建替等にあわせて計画的に
更新を進めています。

【引込線の更新】
 お客さま宅へ電気をお届けする
引込線は，平成27年度から
耐久性を強化したものへの更新を
計画的に進めています。

引込線

電柱
電線

開閉器

〔電柱等〕

〔お客さま宅と電柱の接続部分〕



Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved.

基幹系統整備および再生可能エネルギー関連工事の推進

34

基幹系統整備
 中立・公平で透明性の高い業務運営のもとで，良質な電力の安定供給を確保するとともに，効率的な
ネットワーク設備を構築しています。

再生可能エネルギー関連工事
 平成24年の「再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）」の開始以降，太陽光発電等の接続
申込みが増加しており，必要な対策を適切に実施しています。

 当社は，増加する再生可能エネルギーの接続申込みに対して，事業者の予見性を確保するために当社
ホームページにおいて太陽光発電の申込量の推移や接続可能量等を公表（毎週更新）しております。
http://www.energia.co.jp/elec/seido/kaitori/moshikomi.html

〔平成29年度に営業運転を開始した主な工事〕

件 名 広島東幹線一部増強

工

事

概

要

区間 広島東幹線
No.180～井原（開）

電圧 22万V

亘長 33km

営業運転開始年月 平成29年12月

件 名 北尾道（変）変圧器増設

工
事
概
要

電圧 22/11万V

容量 30万kVA

営業運転開始年月 平成30年1月

※ その他の整備計画については，P61 「電力系統図（22万V以上）」をご覧ください。
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スマートメーターの導入
 当社は，一般のご家庭等の低圧契約のお客さまを対象に，平成27年10月から法定
取替等に合わせ，スマートメーターの設置を開始しており，平成35年度末までに当社
サービスエリア内のすべての低圧契約のお客さま（約500万台）に順次設置する予定です。
(平成29年度末時点で約160万台設置済)

 また，電力の小売全面自由化の開始に伴い，スマートメーターが必要な料金メニュー等の
お申込みをいただいたお客さまへも設置しています。

〔スマートメーター本体〕 〔スマートメーター設置により期待される効果〕
 お客さまで電気の使用状況をリアルタイムに把握可能

 HEMS※を通じた，エアコン等の電気機器の効率的な
制御

※ HEMS（Home Energy Management System）
お客さまが設置する家庭用エネルギー監視システム。家電や電気設備
とつなぐことにより，モニター画面などで使用量の見える化，家電機器
の自動制御が可能。

35
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自然災害時の対応

36

 平成28年10月21日午後2時
7分頃，鳥取県中部を震源とす
る最大震度6弱の地震が発生し，
電力設備に被害が発生しました。

 地震発生直後からグループ企業
と連携し，ヘリコプターによる上空
からの巡視や設備の点検を行う
ことで設備の被害状況を把握し，
被害箇所の早期復旧と停電解
消に努めました。

鳥取県中部地震（平成28年10月）

 平成29年1月から2月までの間，寒波による記録的な降雪に加え，
低気圧の通過による台風並みの暴風により，鳥取県東部・中部を
中心に，2度にわたり電力設備に被害が発生しました。

 大量の積雪や倒木により道路が寸断されましたが，自治体の除雪
作業に同調した復旧作業や他事業所からの社員の応援派遣などに
より，被害箇所の早期復旧と停電解消に努めました。

鳥取豪雪（平成29年1月～2月）

〔設備被害箇所の
復旧作業〕

〔設備被害箇所の
復旧作業〕
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Ⅵ．国内他地域・海外における収益基盤の確立

国内外の有力なパートナーと連携し，国内他地域や海外に
おける収益基盤を確立することで，グループとしての収益力
の底上げを図ります。

37
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国内他地域における収益基盤の確立

 当社は，平成28年4月から，首都圏において，ご家庭などの
お客さまを対象とした電気の販売を行っています。

 全国初となる「プロ野球チーム×電力会社」とのコラボレーションに
よる「カープ応援メニュー」などの付加価値サービスの展開により，
市場規模が大きく成長性が高いマーケットである首都圏において
収益拡大を目指します。

 その他の地域については，首都圏での電力小売を軌道に乗せた
うえで，事業の収益性などを踏まえ，拡大を検討していきます。

 （株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス（ESS）が平成28年4月から高圧以上のお客さま
向けに電力小売を行っています。

 中国電力グループ一体となってグループの成長に資するエネルギーサービス事業の展開のあり方に
ついて，引き続き検討していきます

 当社グループが将来にわたってさらに発展していくために，攻めの姿勢で新たな成長分野に
チャレンジしていきます。

首都圏における取り組み

グループ企業の取り組み

〔電力・ガス新ビジネスEXPO2018でのPR〕

38
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 国内他地域においても，当社の強みである火力発電に関するノウハウ等を活かし，他事業者
とのアライアンスにより発電事業に取り組むことで，収益力強化を図ります。

国内他地域における新規電源の開発

 当社は，JFEスチール（株）と共同で千葉県千葉市に約107万kWの石炭火力発電所を開発する
検討を進め，両社の出資により平成29年4月に「千葉パワー（株）」を設立しました。

 平成28年12月に環境影響評価手続きに着手し，平成32年の建設工事開始，平成36年の営業
運転開始を目指します。

 当社の超々臨界圧（USC※）石炭火力発電所の建設・運用ノウハウと，JFEスチール（株）の既存
インフラ（土地，港湾，石炭設備）の活用による，供給安定性・コストに優れた発電所の開発は，
電力システム改革後の事業環境における収益力強化に資するものと考えています。

▼建設予定地

〔発電所の建設予定地〕 〔会社概要〕

会社名 千葉パワー（株）

建設予定地 千葉県千葉市中央区川崎町1番地
（JFEスチール(株)東日本製鉄所(千葉地区)構内）

出資比率 中国電力（73％），JFEスチール（27％）

発電方式 超々臨界圧（USC※）

主燃料 石炭

39
※ USC：Ultra Super Critical
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海外発電事業への出資参画

40

〔建設地点〕 〔建設工事状況〕

発電方式 超々臨界圧（USC※1)
設備容量※2 200万kW（100万kW×2基）
営業運転
開始

1号機：平成31年 6月 予定
2号機：平成31年12月 予定

電力販売先
（期間）

TNＢ
（25年間）

総事業費 約120億リンギット
（約3,200億円）

平成30年3月撮影工事進捗率：84.1%（平成30年2月末時点）

 当社は海外発電事業を成長事業の一つと位置付けており，海外投資案件の発掘・具体化
を進め，収益基盤の確立に取り組んでいます。

 平成28年3月，当社100％出資の投資子会社の中国電力・インターナ
ショナル・ネザーランド社(CEPIN)を通じて，マレーシア電力公社
（TNB）と 三井物産（株）による共同事業会社 Jimah East
Power Sdn Bhd（JEP)へ，間接的に15％出資参画しました。

 当社はJEPに社員3名を派遣しており，国内での石炭火力発電所の建設
管理や運営で培ってきた実績，経験および環境技術を最大限に活用
することで，マレーシア国における電力の安定供給ならびに低炭素社会の
実現に貢献していきます。

〔出資構成〕

(70%)             (15%)         (15%)

( )：JEPへの間接出資比率マレーシアにおける石炭火力発電事業

※2 送電端
※1 USC：Ultra Super Critical

〔事業概要〕
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 国内外で培った電気事業の知見を活用して海外の電気事業へ貢献するとともに，海外発電
事業に関する先駆的な取り組みとも位置づけ，海外コンサルティング事業を展開しています。

海外コンサルティング事業の展開

 小水力発電所開発の一例としては，電源開発（株），グループ
企業の中電技術コンサルタント（株）と協力して，日本の無償資金
協力事業であるラタナキリ州の小水力発電所建設・改修に係る設計・
施工監理等をEDCから受託し，小水力発電所の普及促進および
効率的運用に関する支援を行いました。

水圧管路

発電所
〔小水力発電所開発（カンボジア）〕

カンボジアにおけるコンサルティング事業
〔電力マスタープラン改定（カンボジア）〕

 平成29年3月からは，関西電力（株）と同社子会社（株）ニュー
ジェックとともに，プノンペン送配電網増強に関するコンサルティング事業
を受託し，送変電および配電設備の増強に係る設計，入札図書の
作成と審査，契約交渉補助，現地の施工管理等を実施することで，
同国の技術者への技術移転を図っています。

 カンボジアでは，これまで10年以上にわたりコンサルティング事業を受託
しており，平成42年までの電力供給計画を策定する電力マスタープラ
ン改定においては，当社は，カンボジア電力公社（EDC）との契約
に基づき，電力需要の想定，電源開発および送変電計画等の改定
作業のサポートを実施しました。

41
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分

野

 新規開発案件はもとより，既設運転中案件
にも積極的に取り組んでいきます。

 ポートフォリオの観点から，石炭火力・ガス
火力・水力・再生可能エネルギー（風力・
太陽光等）など，多様な発電方式の案件
に取り組んでいきます。

国
・
地
域

 一定の治安が確保され，長期の電力購入
契約に基づくプロジェクトファイナンスの組成が
可能であるなど，安定した投資環境が整備
されている国を目指していきます。

 世界全体を視野に入れていますが，当面は
東南アジアを主体に，北米・欧州の案件に
取り組んでいきます。

海外事業の展開
◆ 収益性とリスクを踏まえつつ，継続的な事業開発・運営による収益の確保・拡大に取り組んで
いきます。

海外拠点の設置
 平成28年7月に，シンガポールに社員が常駐
する当社初の駐在員事務所を設置し，アジア
諸国を中心に海外の発電市場の情報収集等
を行っています。

目指す分野，国・地域

事務所のある
インターナショナルプラザ

▼
シンガポール

42



Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved.

Ⅶ．地域社会との協働・共創

中国地域を事業基盤とする企業市民として，各地域の
自治体や地元企業等とも連携し，事業活動を通じた地域
の課題解決と発展に貢献します。

43
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地域の課題解決と発展への貢献

地元シンクタンク・
大学等当 社 連携

中国地域

活動支援，情報収集 ，情報発信等

 中国地域とともに成長していくために，エネルギーを中心とする事業活動を通じて，地域経済・
社会の活性化に向けて取り組んでいます。

企業

自治体

【地域の課題解決に向けた情報発信】
地元シンクタンクや大学等と連携し，
産業振興や雇用創出など地域ニーズを
踏まえた調査・研究，情報発信等を
通じて，地域の課題解決と発展に貢献
しています。

【企業立地支援活動の展開】
各自治体の企業誘致活動において，
電力供給に関する相談に対応する等，
地域経済・社会の活性化に向けた
企業立地支援活動を展開しています。

44
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知財戦略の推進と知財交流事業の展開
 競争優位の源泉となる知的財産の活用を通じて，競争力の強化と企業価値の向上を図ると
ともに，地元企業の製品開発や地域活性化に貢献する「知財交流事業」を展開しています。

 特許登録件数は，単年度では平成22年度末以降，累計では平成24年度末以降，エネルギー業界
でトップを維持しています（平成29年12月末時点の特許登録件数は4,732件）。

 大企業の知的財産を中小企業に紹介し，製品開発等を支援する，川崎市が行っている知財交流
事業が「川崎モデル」として 全国的に注目を集めています。当社グループは，行政や金融機関と連携を
取りながら，知財交流事業の中国地域での展開に向け，知財マッチング会に積極的に参加しています。

 その他，知財戦略に関する取り組みの詳細については，「エネルギアグループ知的財産報告書」で紹介し
ており，当社ホームページにも掲載しています。
http://www.energia.co.jp/eneso/tech/chizai/index.html
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地域の環境保全の取り組み
 当社グループは，環境問題への取り組みを経営の重要課題の一つと位置付け，「中国電力
グループ環境行動計画」に基づき，地球温暖化問題への対応や循環型社会の形成，生物
多様性への配慮などさまざまな環境問題に積極的に取り組んでいます。

 例えば，石炭火力発電所から排出する石炭灰を活用した河川・湖の環境修復事業や，
地域の環境保全活動を行っています。

〔石炭灰有効利用製品「Hiビーズ」による
河川の環境修復事業（広島県広島市）〕

〔小学校で児童と花の苗を植栽（山口県
萩市）〕
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Ⅷ．収支・財務の改善および経営効率化への取り組み

生産性・効率性向上に不断に取り組み，原子力稼働まで
の間の財務悪化を抑制するとともに，原子力稼働後の
収支・財務の改善を加速します。
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収支改善に向けた取り組み

平成30年度
計画 主な効率化施策

経営効率化額
（設備投資・費用）

360
億円
程度

 資機材等調達における競争発注の拡大
（設備投資・費用共通）

 既設設備の有効活用による設備増強・改修
内容等の見直し（設備投資）

 施工範囲および施工方法の見直し（修繕費）
 委託契約方法の見直し（その他経費）

48

 労働生産性の向上や燃料調達のさらなる経済性・柔軟性確保等，業務運営全般にわたる
効率化に取り組んでいます。

 「卸電力取引所」を通じた電力の売買を経済合理性に基づき積極的に行うことで，収益向上・
コスト低減に努めています。

 平成30年度は，資機材等調達における競争発注の拡大や工事・施策の内容見直し等に
取り組むことにより，360億円程度の経営効率化を計画しています。実施段階においても
さらなる上積みを目指して取り組んでいきます。

 また，AI※1やIoT※2の活用など，既存の概念にとらわれない新しい視点からの取り組みについ
ても検討していきます。

（参考）経営効率化の取り組み

上記以外の取り組み

平成29年度
計画 実績

350
億円
程度

530
億円

※1 人工知能（Artificial Intelligence の略）人工的にコンピュータ上で人間と同様の知能を実現させる技術。
※2 物がインターネットを通じてつながることによって実現する，新たなサービス，ビジネスモデルを可能とする技術。
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財務基盤強化に向けた取り組み
 資金調達手段・調達先の多様化と資金調達コストの削減に取り組んでいます。

ユーロ円建転換社債の発行

米ドル建普通社債の発行

 平成29年12月7日に，欧州・アジアの投資家を対象にユーロ円建転換社債型新株予約権付社債
（以下，転換社債）〔2年債：500億円，4年債：500億円〕を発行しました。

 当社は，中国電力グループ経営ビジョンのもとで，域内事業の競争力強化，域外の発電・電力供給
事業や海外発電事業等に投資していきたいと考えています。同時に，持続的成長のためには，安定的
な事業基盤を確立することも重要であり，投資にあたっては，必要資金の調達コスト低減および調達
手段の多様化を図りつつ，財務基盤も一層強化する必要があると認識しています。

 こうした背景に加えて，平成27年3月に発行した転換社債は，現状の株価が継続すれば株式転換が
困難な状況にあるため，発行条件などについて今日の株価水準に沿った条件に見直し，株式転換の
蓋然性を高める手段を講じたうえで，転換社債を再発行したものです。

 資金調達手段の多様化や投資家層の拡大に向けた取り組みの一環として，平成29年3月16日に，
欧州・アジアの投資家を対象に米ドル建普通社債〔3年債：5億米ドル〕を発行しました。

49
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 効果的な発注方式の採用，部門間連携による発注の効率化，競争発注の拡大等に取り
組み，更なるコスト低減を図っていきます。

名称 概要

VE※方式
 コスト低減を可能にする提案を
募集のうえ，当社の仕様や
工法に反映し契約する方式

順位配分
競争

 競争見積を行い，見積金額
順位に応じて発注シェアを決定
する方式

一括発注
 納入時期や納入場所が異なる
同一規格品または 同種品を
取りまとめ，一括して契約する
方式

〔発注方式の例〕

9%

20% 21%

37% 39%

58%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

〔競争発注比率の推移〕

H29
平成29年度は大規模電源件名があり，
競争発注比率が大幅に向上しています。※ VE : Value Engineering

H28H27H26H25H24

資機材等調達コストの低減に向けた取り組み
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〔平成30年度主要資機材・請負工事・業務委託調達計画（例）〕

 調達活動の透明性確保および新規のお取引先さまの開拓等を目的として，ホームページを
通じた調達情報の公開を行っています。
http://www.energia.co.jp/business/sizai/06keiji.html

 今後も，競争対象件名情報をはじめ，積極的な情報公開を図っていきます。

設備区分 品目名 物品名・工事名・業務名 数量 単位 納入場所 調達予定 納期

火力機器 ガスタービン 第2号系列第1段静翼 1 式 柳井発電所 平成30年9月 平成32年9月

電線・
ケーブル

電力ケーブル
22kV 22kV CVT200sq 340 m 勝央変電所 平成30年12月 平成31年12月

配電用
機器 SVR 分散電源対応型自動電圧調整

器SVR（4,000kVA） 1 台 当社指定場所
（広島県） 平成30年7月 平成30年11月

送変電
機器

電力用コンデンサ
・リアクトル

66kV分路リアクトルShR
（5MVA） 2 台 古川変電所 平成30年6月 平成32年3月

通信機器 光端局装置 マイクロ多重端局装置 1 台 東山口変電所 平成30年5月 平成31年12月

資機材等調達コストの低減に向けた取り組み
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業務運営の効率化
 総人件費抑制の観点から，業務運営の効率化による在籍人員数の削減に継続的に取り
組んでおり，平成12年の電力の小売部分自由化以降，約▲1,800人（約▲16％）
削減しています。

 今後も業務運営の効率化に継続的に取り組んでいきます。

11,243 

9,395 

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（人）

約▲1,800人
（約▲16％）削減

〔在籍人員数の推移〕

H11 H20 （年度）H29
0
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• リストのデータを複写
•システム入力画面に貼付
•登録処理

ＩＴ技術の活用

契約業務への活用

※1 人工知能（Artificial Intelligence の略）人工的にコンピュータ上で人間と同様の知能を実現させる技術。
※2 物がインターネットを通じてつながることによって実現する，新たなサービス，ビジネスモデルを可能とする技術。
※3 Robotic Process Automationの略。パソコン等の中で動作するソフトウェアロボットを利用して人間の定型作業を

代行・自動化する概念。

 電気契約の切替お申込みに伴う，契約変更のシステム入力作業や，社内手続きの依頼を自動化しました。
〔契約変更手続〕

•切替前契約確認
•名義確認
•検針日確認

•入力結果確認
• エラー分の修正

①申込内容確認 ②システムへの入力 ③入力結果確認

切替申込
リスト
[Excel]

従来
自動化後

コンピュータが操作を記憶し，
人間と同じように作業を実行する

自動化

従来取り組んできたワークスタイル変革の施策に加え，AI※1やIoT※2の技術を用いた生産性・
効率性向上策について，検討を進めています。

定例反復的な業務を中心に，RPA※3の技術を用いることで，従来人手に頼っていた事務
処理の自動化に取り組んでいます。

53
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グループ企業の基盤強化の取り組み

54

 当社は，これまでもグループ企業の再編・統合などグループ全体の効率化と基盤強化に
取り組んできました。

 引き続き，以下のような取り組みを進めていきます。
• グループ外の優れた経営資源を活用したグループ企業のコスト競争力や技術力の強化
• グループ内における類似事業の統合による販売力の強化やさらなる効率化
• グループ企業の経営資源を成長事業へ配分することによる売上の拡大や経営力の強化

取り組み事例

 「EneWings広島
データセンター」を建設し，
ソリューションサービスを強化
（平成28年12月）

 定型的な事務作業等の
生産性を高めるRPA※
サービス事業に参入
（平成29年8月）

(株)エネルギア・コミュニケーションズの事例

※ Robotic Process Automationの略。パソコン等の中で動作するソフトウェアロボットを利用して人間の定型作業を
代行・自動化する概念。

マスコットキャラクター「エネロボ」
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 売上高（営業収益）については，販売電力量の減はあるものの，燃料価格の上昇に伴う
燃料費調整額の増加に加え，他社販売電力料や「再生可能エネルギーの固定価格買取
制度」の賦課金と交付金の増加などから，連結・個別ともに増収を見込んでいます。

 利益については，原料費等，電力需給に係る費用を合理的に予想することが困難であること
から，未定としています。

区分 平成30年度予想 平成29年度実績

連
結

売上高 13,440 13,149
営業利益 - 396
経常利益 - 307
当期純利益※ - 207

個
別

売上高 12,510 12,274
営業利益 - 324
経常利益 - 240
当期純利益 - 164

区分 平成30年度予想 平成29年度実績

販売電力量
（億kWh） 524.7 554.3

為替レート
（円/$） 110 111

原油CIF価格
（$/b） 65.0 57.0

〔前提となる主要諸元：中国電力個別〕

55

平成30年度の収支見通し

（単位：億円）〔業績予想〕

※ 親会社株主に帰属する当期純利益。
注）過去5カ年の収支実績については，P62 「過去5カ年の収支

実績（中国電力個別）」をご覧ください。
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Ⅸ．人材・技術の基盤強化の取り組み

 これまで取り組んできた人材・技術の基盤強化を引き続き着
実に進めていきます。

56
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人材・技術の基盤強化

57

 事業環境の変化に柔軟・的確に対応していくため，働き方改革を進めながら多様な人材の
活躍推進に取り組んでいます。

 また，人・組織の持続的な成長に向け，保有する技術・技能に幅・深みを持った社員の
早期育成に取り組んでいます。

 これからの変化の時代に柔軟・的確に対応し，競争に勝てる新しい価値を継続的に創り出していくために，
社員一人ひとりが資質を磨くことと併せて，多様な個性・知見を有する社員個々の力を結集し，組織力
を高めていくための取り組みを行っています。

 多様な人材が活躍できる土台として，時間あたり生産性のさらなる向上や仕事と育児・介護の両立など
働き方に関する制度の充実を図ってきました。今後は現行制度のさらなる有効活用に向けて，運用面の
課題を解決するよう検討を進め，多様な働き方を可能にする職場環境の構築を目指します。

 女性社員の活躍推進については，女性社員がより一層活躍できるよう，能力発揮の促進に向けて
積極的な業務付与を行っており，現在以下の目標を設定し取り組んでいます。

多様な人材の活躍推進

〔女性活躍推進の目標〕
・ 2020年度末までに，課長以上ポストに就く女性社員数を2015年度首の2倍にする
・ 2020年度末までに，管理職以上の女性社員数を2015年度首の1.5倍程度にする
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人材・技術の基盤強化

58

 特定の分野において，高度で専門的な技術・技能を保有する社員を「エネルギア・マスター」として認定
しており，安定供給を支える現場での技術指導，社内外での講演活動など，幅広く技術・技能継承に
繋がる活動をしています。

 エネルギア・マスターの認定は，電力設備の運転，保守，建設等に関する8部門（配電，火力，
原子力，水力，流通，土木，建築，情報）において実施しており，平成29年度は新たに12名を認
定し，現在46名（平成30年3月）が活躍しています。

高度技術・技能者認定制度

〔シンボルマーク〕
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人材・技術の基盤強化

59

 経験豊富な社員を「技術・技能強化チーフ」として選任しており，業務を通じた技術・技能の指導，職場
研修の実施など，約160名が職場のOJT活動を中心に活躍しています。

教育スタッフ制度

 個人・組織の技術・技能レベルに気付きを与え，向上意欲とやりがい・達成感を醸成することで，積極的
な技術・技能継承を促す仕組みとして，技術・技能大会を開催しています。大会においては，実際の
災害等を想定し，複数の作業班が復旧作業を競うとともに，エネルギア・マスターによる評定・意見交換
を行うなど，より高い技術・技能レベルの獲得に向けて取り組んでいます。

技術・技能大会

〔流通関係 技術・技能大会〕〔配電関係 技術・技能大会〕
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参考資料
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電力系統図（22万Ｖ以上）

61

50万V送電線

水力発電所
火力・原子力発電所

22万V送電線

変電所

他社送電線

主要工事

新山口
東山口

北松江

西島根

日野
智頭

東岡山

新岡山
新広島

新西広島
笠岡

井原

北尾道

黒瀬

広島
広島中央

南山口 新徳山
山口

松江

作木 岡山
新倉敷

新鳥取

（九州）

（関西）

（四国）讃岐

北九州

開閉所

隠岐

新小野田
下松

柳井

岩国

大崎

電源開発竹原

南原

俣野川

中

中国東幹線

東

新岡山幹線

新

新

新山口幹線

西島根幹線

日
野
幹
線

山口
幹線

広
幹線島

広島幹西 線

北松江幹線

国中
幹線

新成羽川三隅

島根原子力
島根原子力幹線

下関

中国
西幹
線 水島

玉島

東山口 変圧器増設
100万kVA

新徳山 変圧器取替
30万kVA

［既設15万kVA除却］

西島根 変圧器増設
100万kVA

笠岡 変圧器取替
30万kVA

［既設25万kVA除却］

作木 変圧器増設
20万kVA

新山口 変圧器増設
40万kVA・2台
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過去5カ年の収支実績（中国電力個別）
（単位：億円）

項目 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

経
常
収
益

営
業
収
益

電灯電力料 10,374 10,470 9,707 9,174 9,764
地帯間・他社販売電力料ほか 1,437 1,747 1,797 2,043 2,510

計 11,811 12,218 11,505 11,217 12,274
その他 153 174 193 147 136
合計 11,965 12,392 11,698 11,365 12,411

経
常
費
用

人件費 1,081 963 994 993 966

原
料
費

燃料費 4,013 3,645 2,393 1,834 2,078
地帯間・他社購入電力料 2,332 2,542 2,756 3,028 3,640

計 6,346 6,188 5,150 4,862 5,719
修繕費 925 822 981 988 898

減価償却費 972 973 942 924 909
支払利息 241 228 218 202 172
公租公課 579 575                                                                                                        561 552 564
その他 2,000 2,141 2,536 2,680 2,939
合計 12,147 11,893 11,385 11,203 12,170

経常利益（損失） ▲ 182 498 313 161 240
渇水準備金 3 5 ▲ 4 7 2

原子力発電工事償却準備金 37 18 45 27 33
特別利益 - - 27 46 -
特別損失 - - - - -
法人税等 ▲ 27 5 91 1 58

法人税等調整額 ▲ 8 165 ▲ 0 25 ▲ 18
当期純利益（損失） ▲ 188 303 210 146 164
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会社名・ＵＲＬ 事業内容 電話番号

電
気
事
業

千葉パワー（株）
http://www.chiba-power.co.jp/ 火力発電事業 (03)6269-9290
瀬戸内共同火力（株）
http://www.setouchi-kyouka.co.jp/ 火力発電事業 (084)945-3705

瀬戸内パワー（株） 電気供給事業 －

海田バイオマスパワー（株）※1 火力発電事業 (082)822-0770
エア・ウォーター＆エネルギア・パワー山口（株）
http://www.awep-yamaguchi.co.jp/ 火力発電事業 (0835)20-1622

エア・ウォーター＆エネルギア・パワー小名浜（株）※2 火力発電事業 (050)5522-9588

電
気
事
業
サ
ポ
ー
ト
ほ
か

中電工業（株）
http://www.chuden-kogyo.co.jp/ 建築工事、塗装工事、住宅リフォーム、不動産賃貸 (082)505-1500
中電プラント（株）
http://www.chuden-plant.co.jp/

自家用発電設備・受変電設備・風力太陽光発電設備・一般産業設備の建設・保守，送電
鉄塔利用サービス等 (082)252-4311

中国計器工業（株）
http://www.chukeiko.co.jp/

電力量計の組立・調整，監視カメラ等セキュリティ関連機器の製造販売，情報インフラ・
ネットワークの構築および関連機器の販売，保護リレーの製造・メンテナンス，テレビ電波障害
の調査・対策工事等

(082)890-8210

中電環境テクノス（株）
http://www.e-ckt.jp/ 環境保全装置の運転，環境調査，化学分析，海上運送・通関等 (082)242-0291

Chugoku Electric Power Australia Resources Pty. Ltd. エネルギー資源の探査，開発，生産等 －

Chugoku Electric Power International Netherlands B.V. 海外電力プロジェクトに対する出資，融資，保証の供与 －
（株）電力サポート中国
http://www.d-sapo-c.co.jp/

架空線設計・共架管理・電柱敷地管理・契約異動処理等の受託業務，電力機材・用品販
売等 (082)541-1110

中電技術コンサルタント（株）
http://www.cecnet.co.jp/

土木，建築，電気・通信，情報，環境，機械設備等に関する構想づくりから調査・計画・
設計・施工監理・維持管理にかかわる技術コンサルタント (082)255-5501

テンパール工業（株）
http://www.tempearl.co.jp/

配線用遮断器，漏電遮断器，住宅用分電盤，標準・特注分電盤，産業機器（直流電
路地絡検出装置他）等の製造・販売 (082)282-1341

中国高圧コンクリート工業（株）
http://e-grid-gr.energia.co.jp/kouatsu/ コンクリート製品製造・販売，土木・基礎工事の施工，産業廃棄物処理等 (082)243-6606
大崎クールジェン（株）
http://www.osaki-coolgen.jp/

酸素吹石炭ガス化複合発電技術および二酸化炭素分離回収技術に関する大型実証試験
設備の建設および試験の実施 (0846)67-5250

（株）中電工
http://www.chudenko.co.jp/ 屋内電気工事，空調管工事，情報通信工事，配電線工事，発送変電工事の設計施工 (082)291-7411
中国電機製造（株）
http://chuki.jp/

変圧器，配電盤，制御盤，特高受変電設備，電源品質改善装置（フリッカ抑制他）等
の製造・販売 (082)286-3411
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会社名・ＵＲＬ 事業内容 電話番号
電
気
事
業

サ
ポ
ー
ト

ほ
か

（株）小月製鋼所
http://e-grid-gr.energia.co.jp/ozuki/

タービンケーシング等の一般・特殊鋳鋼品の製造・販売，発電設備等の非破壊検査，バルブ
メンテナンス等 (083)282-1111

イームル工業（株）
http://www.eaml.co.jp/

各種水車，発電機および補機類，水中タービン発電機，ダム・ゲート関係制御装置および
計測機器（濁度・水位・気象）等の製造・販売等 (082)429-2100

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
事
業

（株）エネルギア・ソリューション・アンド・サービス（ESS）
http://www.e-ess.co.jp/

燃料（LNG・石炭）の販売，電気・熱エネルギーの供給サービス（コージェネレーション
システム・地域エネルギー供給システムの設置・メンテナンス・学校空調一括サービス等），
エネルギー管理サービス，再生可能エネルギー発電事業，電力販売，電気給湯機・
電気クッキングヒーター等の住宅用電化機器等の販売・リース等

(082)544-2330

（株）パワー・エンジニアリング・アンド・トレーニングサービス（PET）
http://www.energia-pet.co.jp/

火力発電設備に関する技術研修の提供，プラント性能管理，ボイラー・タービンの余寿命診
断，非破壊検査，火力発電設備の運用・保守管理システム・訓練用シミュレータの設計開発，
脱硝設備に関する調査・研究・性能維持改善のコンサルタント等

(082)545-0683

水島エルエヌジー（株）
http://www.m-lng.co.jp/

LNG基地の運営（LNGの受入・貯蔵・気化・送出サービス），ガス導管事業（天然ガス輸
送導管の運営） (086)448-0055

情
報
通
信
事
業

（株）エネルギア・コミュニケーションズ
http://www.enecom.co.jp/

【個人向け】〔MEGA EGG〕： 光インターネット接続サービス，光電話，光テレビ
【法人向け】〔EneWings〕： ネットワークサービス（イーサネット通信網サービス），
インターネット接続サービス，アプリケーションサービス（システム構築ソリューション，パッケージ
導入ソリューション），プラットホームサービス（クラウドサービス，データセンター，機器販売)，
ロボットスーツ，IoTサービス，RPAサービス

(082)247-8511

ビ
ジ
ネ
ス
・
生
活
支
援
事
業

（株）エネルギアL＆Bパートナーズ
https://www.energia-lbp.co.jp/

不動産事業，ビル管理，福利厚生施設の管理・運営，緑化，リース，保険，温浴事業
（ほの湯）等 (082)242-7804

（株）エネルギア・ビジネスサービス
http://www.ebs-web.co.jp/ 管理間接業務（経理・労務・資材）の事務代行等 (082)543-5060
（株）エネルギア・ロジスティックス
http://www.ene-logi.jp/ 物流事業（運送等） (082)244-3796
（株）アドプレックス
http://www.adplex.co.jp/

印刷，広告（電柱・一般），イベント企画，ホームページ作成，採用事業（就職情報サイ
ト「マイナビ」の代理店），パッケージ印刷事業等 (082)232-4286

（株）エネルギア介護サービス
http://www.energia-cs.co.jp/

老人ホームの運営・管理，居宅介護サービス（居宅介護支援・訪問介護・訪問看護・
デイサービス等） (082)544-4830

（株）福利厚生倶楽部中国
http://www.fukuri-chugoku.co.jp/

法人・団体（共済会・社員会・協会・組合等）の福利厚生代行サービス，社宅管理・海外
赴任支援・シニア向けセカンドライフ支援等，人事・労務等に関する総合的支援サービス (082)543-5855

ハウスプラス中国住宅保証（株）
http://www.jutakuhosho.com/

新築・既存住宅の住宅性能評価・表示サービス，建築確認検査サービス，住宅瑕疵担保
責任保険の取次等 (082)545-5607

※1 平成29年10月30日に，当社と広島ガス（株）の共同出資により「海田バイオマスパワー（株）」を設立。
※2 平成29年11月15日に，当社とエア・ウォーター（株）の共同出資により「エア・ウォーター＆エネルギア・パワー小名浜（株）」を設立。
注） そのほか当社グループでは，環境調和創生事業として，廃棄物処理，リサイクル等の事業を通じて，循環型社会の実現に向けて，人と環境に優しい

サービスの提供を行っています。

〔参考〕一般財団法人 中国電気保安協会
http://www.ces.or.jp/

低圧電気設備の漏電調査・安全診断（住宅・商店等），自家用電気工作物の保安管理
業務（ビル・工場等），電気の使用安全広報等 (082)242-7511


